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コンブ養殖による藻場の創出・保全活動

「北海道ふくしま町“ × ”プロジェクト」

観光 青の洞窟

岩部海岸の透き通る海

ふくしま町の紹介

秀峰 大千軒岳

町花 ヤマユリ
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ふくしま町の漁業の変遷

✔ 1981年（昭和５６年） ～

生産方法が確立、養殖マコンブ生産量は年々増加傾向⤴

『町の水揚高の６割以上を占める主要漁業に！！』

✔ １４４７年（文安4年）

白符地区： ニシン漁発祥の地 （文献記録）

～天然資源（ニシン、スルメイカ、コンブなど）が豊富な漁場!!～

✔ 19７０年（昭和4５年） ～

「つくり育てる漁業」に向けて促成コンブ養殖試験を開始‼

✔ 1968年（昭和43年）

スルメイカ水揚 17,500㌧を記録、「スルメ生産国内有数」の町!!

～以降、資源は減少傾向⤵ ⇒ 「地先環境に適合した漁業振興」に舵切り～

福島町の促成コンブ養殖とは
✔促成コンブ養殖： 「１年生のうちに出荷可能サイズに成長させる」

⇔天然コンブは ２年生になって出荷可能なサイズになります

✔種苗： 「地場の天然コンブから生産」 （遺伝的多様性、天然藻場への負荷軽減）

10月～母藻採捕

母藻選別

母藻洗浄

母藻陰干

母藻庵場

採苗作業

遊走子確認

種入れ

30日後

種糸拡大

１１月～海での仮植

種糸切り分け

１２月～植え付け

３か月後

４月～間引き

間引き後

成長確認

６月末～採取

陸揚

洗浄

水切り

乾燥

裁断

９月～製品
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プロジェクト申請の背景 （環境）

★環境変化

✔天然魚介類の減少

✔磯焼け
💡「豊かな海」のための活動は昔からやっているが…

✔コンブ養殖が無かったら？

地域： 地域産業の衰退、過疎化の進行

環境： 海洋生物への栄養源枯渇、水質浄化機能の低下など

💡気候変動が自分達の生産活動にも悪影響を…✔低気圧や高水温など

✔コンブ養殖

⇒「環境適応型の漁業」
⇒「気候変動対策にも貢献可能な漁業」へステップアップ

💡養殖コンブを増やす（減らさない）ことで貢献！

★社会要因

✔町の人口減少

✔漁業者の高齢化

✔新規着業者数の減少

福島町の人口推移

プロジェクト申請の背景 （地域社会）

養殖コンブの
生産力が低下‼

💡町の養殖コンブを増やす/減らさないために

✔ヒト： 作る人を増やす（減らさない）、一人で作る量を増やす

✔コト： コンブを作ることが仕事として成り立つ

✔モノ： コンブ作りのための体制（種苗、養殖施設など）
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H30業務報告

これまで行っている活動

✔漁業者： 実際の生産活動での工夫（養殖ロープの追加設置など）

コベネフィット創出活動（養殖コンブのウニ餌としての供給等）

✔漁 協： 漁業者の参加促進、生コンブの収益化など

✔ 町 ： 新規漁業着業者への担い手支援

「コンブ・ウニ種苗生産センター」
R6.4供用開始

これまで行っている活動

💡町の養殖コンブを増やす/減らさないために
✔ヒト： 作る人を増やす（減らさない）、一人で作る量を増やす

✔コト： コンブを作ることが仕事として成り立つ

✔モノ： コンブ作りのための体制（種苗、養殖施設など）

良質な種苗糸の生産を維持するため…

💡 『コンブ・ウニ種苗生産センター』 ⇒ 設立：町、管理・運営：漁協

新規着業・他魚種からの参画者のため…

💡 『コンブ養殖施設』 ⇒ 設置：町、管理・運営：漁協（漁業者）

福島町がハード整備を実施 ⇒漁協や漁業者の負担軽減
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養殖コンブの漁協への出荷量（湿重量換算）とコンブ養殖着業者数の推移

出荷量（湿重量換算）

コンブ養殖着業者数

一人あたり生産量

低気圧被害

これまで行っている活動の結果

💡町の養殖コンブを増やす/減らさないために

✔ヒト： 作る人を増やす（減らさない）、一人で作る量を増やすための活動

✔コト： コンブを作ることが仕事として成り立つための活動

✔モノ： コンブ作りのための体制整備（種苗、養殖施設など）

💡生産量は着実に増加！着業者数の減少をストップ！

💡町の養殖コンブを増やす/減らさないために

✔ヒト： 作る人を増やす（減らさない）、一人で作れる量を増やすための活動

✔コト： コンブを作ることが仕事として成り立つための活動

✔モノ： コンブ作りのための体制整備（種苗、養殖施設など）

申請の背景

Q．自分達の養殖コンブはどれぐらいCO2を貯留・固定？

A．自分達で調査を行い、算定しました！

✔チカラ： 活動の持続＋加速化のために必要

⇒ 『Ｊブルークレジット』の活用！！
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◆プロジェクトの範囲には、合計２００ｋｍ以上の養殖ロープが設置されております。 ※R5調査結果
◇今回の申請では合計369.９ｔ-CO2がクレジット認証されました（R５～R１合計）。

◆ 「地域産業」や「日本の食文化」の維持と「脱炭素社会」への貢献の両立を目指した取り組みです。
◇その他、「お魚殖やす植樹活動」や「ウニの移殖による天然藻場の確保」など豊かな海を目指した活動や次世代
につなぐ「漁業学習」など、地域での取り組みも積極的に実施しております。

◆取得したクレジットは、養殖昆布の生産量維持・増大に向けた種苗生産事業などに活用し、活動の活発化を
図っていきます。

■福島町は、北海道の渡島半島西南に位置し、北には道南の秀峰大千軒岳がそびえ、南は紺碧の津軽海峡に
面した町です。 年間を通じて道内でも比較的温暖な気候に恵まれている、漁業と水産加工業の町です。

□高い透明度を誇る福島町の“青”い海と、海藻が生い茂る様子を“蒼”に見立て、養殖コンブや天然海藻で
海の緑化を目指すことをプロジェクト名に掲げております。

■環境変化が漁業活動に影響を及ぼし始めた1970年頃より、漁業者が主体となりコンブ養殖を開始し、持続

可能な「つくり育てる漁業」への転換を図りました。
□近年は、高水温化や漁業者の高齢化、後継者不足により、地域産業としての存続が危機的になっております。

■コンブ養殖による気候変動緩和策への貢献に向けて、「養殖コンブの生産量の維持・増大」が重要である
ことから、漁協、漁業者、町が一丸となり持続的なコンブ養殖業を目指した活動を行うほか、養殖活動による
具体的なCO2吸収量の算出などにも取り組んでいます。

プロジェクトの概要

コンブ養殖施設（上空撮影）

潜水作業によるウニの密度管理

漁協女性部中心に行う植樹活動 小学生への漁業授業

陸揚げされた養殖コンブ

プロジェクトの特徴・PRポイント

岩部海岸の透き通る海

コンブ養殖による藻場の創出・保全活動

「北海道ふくしま町“青×蒼”プロジェクト」

申請者：福島吉岡漁業協同組合、福島町

調査１． 養殖ロープの全長の算出

①ドローン撮影 (全養殖施設を動画撮影、４月と６月、高度１５０ｍ未満）

②ロープの本数 （動画から画像を切り抜き、計数）

③ロープの種類 （「空撮画像＋水中カメラ＋聞き取り」調査）

④ロープの長さ （Google Earth Proの衛星画像を基に算出（２００４～2020））

①DJI Mavic3 CINE

③コンブの有無を確認
(GoPro他) ④Google Earth Proで長さ算出

(②の施設とは異なる場所です)

②動画から画像を切り抜き
（写真は6月）
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結果１． 福島町のコンブ養殖に用いるロープ長

養殖ロープ
（コンブ種糸有り）

枠ロープ
（コンブ種糸無し）

合計

本数 長さ 本数 長さ 本数 長さ

R5
合計

1,759本 204.9㎞ 498本 40.7㎞
2,257

本
245.6㎞

✔R5 養殖ロープ（コンブ種糸有り） １，７５９本 、 長さ 総長２０４．９ｋｍ

←養殖コンブ

←その他藻類

✔ 養殖コンブ以外に、様々な天然海藻類が繁茂。
✔ 他の海藻類の基質としても重要！！

💡施設配置図上のロープ長（約１２４㎞）

に対して１．６５倍の養殖ロープが設置・生産

調査２． コンブ成長モニタリング調査

① 定点モニタリング （３月、４月、５月、７月）

② 主な調査内容 （付着株数・枚数、葉長、葉幅、重量など）

③ 補足調査 （成長比較、成分分析（水分、炭素）など）

付着枚数の確認とサンプル採取風景 サンプルの計測（３月）

サンプルの計測（７月）
サンプルの計量
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結果２．成長モニタリングの結果

✔ 3月のコンブ1枚の重量 ave. ５５ｇ＠枚

7月 〃 ave.1,175ｇ＠枚 （4か月で20倍以上）

３月 4月 5月 7月

結果２．成長モニタリングの結果

✔ 間引き作業により、コンブの成長は良くなる！！

間引き済
（長さと厚みがあり重さが出る）

間引き前
（長さはあるが厚みが無く軽い）
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結果３．その他（含水率、炭素含有率）

①含水率
調査対象 サンプル数 平均含水率 備考

３月 Ｎ＝３ ９１．０％ ※調査定点（間引き前）

４月 ND ９１．０％ ※検査結果除外、３月の結果を準用

５月 Ｎ＝３ ８７．８％ ※調査定点（間引き済み）

５月 Ｎ＝３ ９０．０％ ※調査定点外（間引き前）

６月 Ｎ＝３ ８６．９％ ※調査定点外（間引き済み）

７月 Ｎ＝３ ８２．３％ ※調査定点（間引き済み）

乾燥コンブ製品 N＝９ １０．６％

調査対象 サンプル数 平均炭素含有率 備考

４月 Ｎ＝３ ２４．２％ ※調査定点（間引き済み）

５月 Ｎ＝３ ２３．８％ ※調査定点（間引き済み）

５月 N＝３ ２３．８％ ※調査定点外（間引き前）

６月 ND ２３．８％ ※未実施（５月のデータを準用）

７月 Ｎ＝３ ３０．７％ ※調査定点（間引き済み）

乾燥コンブ製品 Ｎ＝９ ２８．３％

★ 『含水率』と『炭素含有率』の月別推移を把握するため、サンプル分析

✔ 春～夏にかけて コンブの成長とともに水分⤵、炭素⤴

②炭素含有率

現在申請中のJブルークレジット

養殖ロープ
（コンブ種糸有り）

枠ロープ
（コンブ種糸無し）

合計

本数 長さ 本数 長さ 本数 長さ

R6
合計

1，764本 204.0㎞ 492本 39.1㎞
2,256

本
243.1㎞

✔R6 養殖ロープ（コンブ種糸有り） １，７64本 、 長さ 総長２０４．0ｋｍ

✔R7 養殖ロープ（コンブ種糸有り） 1,714本 、 長さ 総長197.9ｋｍ

養殖ロープ
（コンブ種糸有り）

枠ロープ
（コンブ種糸無し）

合計

本数 長さ 本数 長さ 本数 長さ

R7
合計

1,714本 197.9㎞ 422本 33.3㎞
2,136

本
231.2㎞

⇒吸収量：124.5ｔ

⇒吸収量：128.6ｔ


